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■ 

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
新
た
な
観
光
資
源

　

10
月
３
日
（
土
）
仁
田
子
の
古

民
家
交
流
拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
、
古
民
家
の
趣
を
感
じ
な
が
ら

甲
佐
の
食
材
を
使
っ
た
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
ン
チ
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
サ
ン
ヴ
ィ
ー

ト
」
は
町
内
外
か
ら
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
は
、
町
が
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
旧
西
村
民
俗
資
料
館
を
、

町
内
外
の
住
民
な
ど
と
共
に
「
こ

う
さ
て
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
改
修
し
た

も
の
。
１
棟
貸
し
の
宿
泊
所
や
古

民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
利
用
で
き
る
多

目
的
交
流
ス
ペ
ー
ス
か
ら
な
る
交

流
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
地
元

の
若
者
ら
で
つ
く
る
一
般
社
団
法

人
パ
レ
ッ
ト
（
大
滝
祐
輔
代
表
）

が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
サ
ン
ヴ
ィ
ー

ト
」
で
は
、
11
月
14
日
よ
り
デ
ィ

ナ
ー
コ
ー
ス
も
ご
予
約
を
承
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■ 

古
民
家
で
暮
ら
す
よ
う
に

泊
ま
る
古
く
て
新
し
い
宿
屋

　
「
宿
屋kugurido

（
ク
グ
リ

ド
）」
で
は
、
調
理
器
具
や
食
器

類
も
備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
商

店
街
な
ど
で
購
入
し
た
甲
佐
の
食

材
を
自
ら
調
理
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
町
内

を
散
策
し
て
お
店
探
し
を
す
る
も

よ
し
。
甲
佐
で
の
暮
ら
し
を
検
討

し
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
移
住

体
験
が
で
き
る
宿
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　甲佐の歴史と人をつなぐ古くて新しい場所―

　　  古民家を利活用した交流拠点がオープン！

町では、当施設を訪れる皆さんに

地域を回遊してもらうための観光

案内マップを設置するなど本町の

魅力発信を行っていきます。

新 た な 観 光 情 報

発 信 の 場 と し て

町地域振興課

吉川 英徳 係長

（一社）パレットでは、宿泊施設な

どの運営を通して、訪れた人に甲

佐の魅力を知ってもらい、町のに

ぎわい創出につなげていきます。

甲 佐 の に ぎ わ い

創 出 の き っ か け に

（一社）パレット

大滝 祐輔 代表理事
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❖特集・古民家交流拠点施設

甲 佐 に 新 し い 交 流 拠 点 施 設 を ―
「こうさてんプロジェクト」について

■ 

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
古
民
家

を
新
た
な
資
源
に

　

教
育
者
で
あ
り
、
思
想
家
と
し

て
世
に
名
を
残
す
西
村
展
蔵
氏
が

暮
ら
し
た
旧
西
村
邸
は
、
町
に
寄

贈
後
、
１
９
８
５
年
よ
り
甲
佐
の

暮
ら
し
を
支
え
た
農
具
な
ど
を
展

示
す
る
民
俗
資
料
館
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
６
年
４
月
の

熊
本
地
震
に
よ
り
屋
根
の
一
部
が

崩
れ
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
一
時
、
取
り
壊
す
案
も

出
た
も
の
の
、
築
１
４
０
年
の
古

民
家
再
生
を
通
し
た
地
域
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
す
「
こ
う
さ
て
ん
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。

　

甲
佐
の
地
名
を
冠
す
る
こ
の
事

業
は
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場

と
し
て
、
古
民
家
に
息
づ
く
人
々

の
暮
ら
し
の
歴
史
と
現
代
に
生
き

る
人
々
を
つ
な
ぐ
、
古
く
て
新
し

い
「
こ
う
さ
て
ん
」
と
な
る
空
間

に
な
る
よ
う
に
、
と
の
思
い
が
込

め
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

住
民
と
の
対
話
を
通
し
て

利
活
用
計
画
を
作
成

　

２
０
１
７
年
度
に
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
本
町
の
魅

力
を
住
民
と
の
対
話
を
通
し
て
再

発
見
し
な
が
ら
、
旧
西
村
邸
の
未

来
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

全
10
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

べ
２
０
０
人
が
意
見
を
出
し
合
い
、

「
地
域
内
外
の
交
流
拠
点
（
泊
ま

る
）」「
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出

（
食
べ
る
）」「
移
住
定
住
促
進

（
集
う
）」
の
３
つ
を
備
え
た
改
修

プ
ラ
ン
を
設
計
し
ま
し
た
。

■ 

先
人
の
伝
統
技
術
に
触
れ
る

改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

２
０
１
８
年
度
よ
り
、
町
内
外

の
住
民
や
学
生
な
ど
が
参
加
し

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
改
修
を

実
施
。
現
代
で
は
珍
し
く
な
っ
た

伝
統
的
な
建
築
技
法
に
触
れ
る
貴

重
な
機
会
と
し
て
、
全
13
回
の
改

修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
の
べ

４
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
工
や
左
官
な
ど
の
職
人
が
講

師
を
務
め
、
参
加
者
は
古
民
家
に

残
る
建
築
技
術
に
つ
い
て
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
床
の
解
体
や
土
壁

づ
く
り
、
漆
喰
塗
り
な
ど
を
体
験
。

　

１
年
半
の
改
修
期
間
を
経
て
、

今
年
２
月
末
の
完
成
に
至
り
ま
し

た
。

▲プロジェクト
の詳細はこちら
をご覧ください。
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宿屋 kugurido（クグリド）

●宿泊設備
・キッチン　冷蔵庫、オーブンレンジ、炊飯器、電気ケトル、
　ＩＨコンロ、フライパン、鍋、まな板、包丁、皿、お茶碗、
　お碗、急須、湯呑み、グラスなど
・バスルーム　バスタオル、フェイスタオル、シャンプー、ト
　リートメント、ボディソープ、ボディタオル、ドライヤー、
　シェービング、綿棒、コットン、歯ブラシ、クシ
・その他
　エアコン、洗濯機、物干し竿、洗剤

●ご利用料金
　大人（中学生以上）　５５００円（１泊）
　子供（小学生以上）　３３００円（１泊）
　未就学児　　　　　　無料
　清掃費（初回のみ）　１万１０００円（１回）

●ご予約・お問い合わせ先
　 TEL 080-8450-3578　　URL https://yadoya-kugurido.com/

５
トラットリア サン ヴィート

●ランチ
　コースメニュー（前菜・パスタ・パン・デザート・コーヒー）１８００円
　午前１１時３０分～午後３時（午後２時　ラストオーダー）

●ディナー
　コースメニュー（前菜・リゾット・パスタ・デザートほか）６５００円
　午後６時～午後１０時（３日前までに要予約）

●定休日　毎週水曜日

●ご予約・お問い合わせ先　 TEL 096-285-1763  

生まれ変わった古民家で「泊まる」「味わう」

泊

食

◀インスタ
　グラムも
　チェック！
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４

❖特集・古民家交流拠点施設

NIPPONIA 甲佐  疏水の郷
●施設構成　　２棟３室（各部屋定員　大人３人）

●アクセス
・自動車
　熊本市内から約３０分、御船 I.C から約１５分
・公共交通機関
　熊本バス「甲佐」バス停から徒歩１分

●ご予約・お問い合わせ先　
　 TEL 096-234-8871   URL http://nipponiakosa.jp/

１、商店街の入り口にたたずむ古民家ホテルは夜になるとあたたかい光があふれる　２、３室ある和風の客室からは庭園を楽しめる_３、全国で21
カ所目、県内では初となる「ニッポニア」を冠した古民家再生ホテル　４、宿泊客が使える「KOSA PASS」は、町内の提携店で提示するとコーヒー
や和洋菓子などのおまけがもらえる　５、川床のような縁側は、清正公が築いた大井手川を挟んで宿泊者が地域とゆるやかにつながれる空間だ

■
空
き
家
な
ど
の
地
域
資
源
を

　
有
効
活
用
し
た
地
方
創
生
を

　

町
で
は
、
平
成
30
年
７
月
に

「
甲
佐
町
に
お
け
る
歴
史
的
資
源

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
及
び
地

方
創
生
推
進
に
関
す
る
連
携
協

定
」
を
甲
佐
町
商
工
会
（
中
村
幸

男
会
長
）
ら
６
者
と
締
結
。
地
域

資
源
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
増

加
と
地
域
活
性
化
お
よ
び
地
方
創

生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
歴
史
的
資
源
で
地
域
活
性
化

　

11
月
14
日
（
土
）
連
携
協
定
を

結
ぶ
一
般
社
団
法
人
パ
レ
ッ
ト

（
大
滝
祐
輔
代
表
理
事
）
と
株
式

会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
（
藤
原
岳
史
代
表

取
締
役
・
兵
庫
県
）
が
整
備
し
た

古
民
家
ホ
テ
ル
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ａ
甲
佐 

疏
水
の
郷
」
が
開
業
。

築
１
３
０
年
の
古
民
家
が
街
並
み

に
溶
け
込
む
宿
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

２
棟
３
室
の
客
室
は
趣
向
を
凝

ら
し
た
作
り
で
、
縁
側
か
ら
は
大

井
手
川
の
流
れ
を
楽
し
め
ま
す
。

　

か
つ
て
加
藤
清
正
公
が
切
り
開

い
た
農
業
用
水
路
が
今
も
人
々
の

生
活
を
支
え
る
甲
佐
の
地
で
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
水
と
共
に
あ
る

暮
ら
し
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新

た
な
歴
史
を
紡
い
で
い
く
―
。

　
「
疏
水
の
郷
」
の
名
に
は
、
そ

ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１

古民家の縁側で地域とゆるやかにつながる、もうひとつの宿

２

３

５

県立甲佐高校

甲佐町役場

大井手川大井手川

甲佐町立
甲佐小学校

町立甲佐小学校

古民家交流
拠点施設

443

443

熊本バス㈱
甲佐営業所
熊本バス㈱
甲佐営業所

大井手川大井手川

ＮＩＰＰＯＮＩＡ
甲佐 疏水の郷
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６
人
の
功
績
を
た
た
え
て

　

11
月
３
日
（
火
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
令
和
２
年
度
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
町
が
「
町
功
労
者
表
彰
規
程
」

に
基
づ
き
、
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
。
本
年

度
は
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
町
に
貢
献
さ
れ

た
６
人
を
表
彰
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
参
加
者
を
町
関
係
者
や
関
係

区
長
な
ど
20
人
程
度
に
限
定
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
受
賞
者
１
人
ひ
と
り
に
奥
名

克
美
町
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。「
福

祉
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
自
治
」
の
各
分
野
に
お

い
て
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

奥
名
町
長
は
「
受
賞
さ
れ
ま
す
皆
様
は
、

各
分
野
で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
地
域
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
多
年
の
功
績
に
対
し
て
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
貴
重
な
経
験
と
知
識
を
基
に
、
引
き
続
き

本
町
の
町
政
発
展
・
地
域
振
興
に
、
ご
指
導

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
宮
川
安
明

町
議
会
議
長
、
池
田
健
吾
区
長
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

功
労
者
を
代
表
し
て
、藤
本
賢
治
さ
ん
（
緑

町
区
）
が
「
本
日
は
立
派
な
表
彰
式
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
ま
す
ま
す
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
受
章
者

福祉、スポーツ、自治功労の功績をたたえて

■
町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

　

功
労
者
表
彰
式
に
併
せ
て
、

甲
佐
町
表
彰
規
程
に
基
づ
く
感

謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、
平
成
28

年
熊
本
地
震
に
お
い
て
応
急
仮

設
住
宅
の
建
設
用
地
と
し
て
、

所
有
地
を
無
償
に
て
貸
与
い
た

だ
い
た
森
川
健
康
堂
株
式
会
社

（
甲
佐
町
田
口
）、
拓
建
工
業
株

式
会
社
（
福
岡
県
福
岡
市
）、
奥

名
利
春
さ
ん
（
糸
田
区
）、
緒
方

喜
智
子
さ
ん
（
横
田
）
に
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

４
者
の
善
意
に
よ
り
、
本
町

の
仮
設
住
宅
の
建
設
が
速
や
か

に
実
現
し
、
被
災
者
の
生
活
再

建
に
多
大
な
る
貢
献
が
あ
り
、

今
回
の
感
謝
状
贈
呈
と
な
り
ま

し
た
。

▲ 奥名町長から感謝状を贈呈される
森川健康堂㈱の宮本一寿取締役（左）

藤本 賢治さん
〔緑町区〕

甲佐町老人クラブ連
合会会長、上益城郡
老人クラブ連合会会
長、熊本県老人クラ
ブ連合会理事

福祉功労

松野 洋一さん
〔糸田区〕

甲佐町民生委員・児
童委員、甲佐町民生
委員・児童委員協議
会会長

福祉功労

作守 純生 さん
〔岩下一区〕

甲佐町体育指導委員
およびスポーツ推進
委員30年、熊本県
体育指導委員協議会
理事12年など

スポーツ功労

久佐賀 忠さん
〔南三箇区〕

乙女地区体育協会会
長、同協会副会長、
乙女地区ビーチバ
レーボール協会副会
長12年

スポーツ功労

粟田 国彦さん
〔上早川一区〕

甲佐町スポーツ推進
委員会会長、甲佐町
体育指導委員および
甲佐町スポーツ推進
委員34年

スポーツ功労

井芹 敬一さん
〔山出区〕

交通指導員33年

自治功労

【功労者説明】功労の表彰分野、功労者氏名、行政区、表彰に該当すると認められた経歴および功績など
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■ 

甲
佐
町
消
防
団
が
町
内
巡
回

で
火
の
用
心
を
呼
び
掛
け

　

11
月
８
日
（
日
）
町
内
全
域
で

防
火
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
は
、
11
月
９
日
〜
15

日
の
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を

前
に
甲
佐
町
消
防
団
（
池
田
実
団

長
）
が
毎
年
実
施
。
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
防
火
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
で
火
災
発
生
を
防
止
し
、
尊

い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
池
田
団

長
が
「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
消
防
活
動
が
制
限

さ
れ
る
な
か
、
火
災
を
お
こ
さ
な

い
事
が
一
番
で
す
。
呼
び
掛
け
を

十
分
に
行
い
、
火
災
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
」
と
訓
示
。

　

参
加
し
た
団
員
ら
約
40
人
が
消

防
車
両
28
台
に
乗
り
込
み
、
宮

内
・
甲
佐
・
竜
野
・
白
旗
・
乙
女

の
各
地
域
に
分
か
れ
て
巡
回
し
な

が
ら
、
拡
声
器
で
「
空
気
が
乾
燥

し
て
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と

火
の
用
心
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

■ 

本
年
の
町
内
で
の
火
災
発
生

件
数
は
８
件

　

町
で
は
、
火
災
予
防
の
啓
発
を

図
る
た
め
、
町
広
報
紙
に
て
本
年

の
火
災
発
生
累
計
件
数
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
、
本
年
の
火
災

発
生
件
数
は
８
件
（
11
月
15
日
現

在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

家
屋
火
災
１
件
、
原
野
火
災
１
件
、

そ
の
他
６
件
で
す
。

　

町
総
務
課
消
防
係
で
消
防
主
任

を
務
め
る
眞
田
洋
彰
主
事
は
「
本

年
は
、
町
内
で
の
火
災
発
生
件
数

が
昨
年
同
時
期
に
比
べ
て
全
体
で

６
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
を
使
う
機
会
が
増
え
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
火
災
か
ら
大
切
な
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
火
の

元
の
確
認
を
よ
り
一
層
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
」
と
改
め
て
注
意
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

甲佐町消防団が防火啓発パレードを実施

秋の全国火災予防運動

ト ピ ッ ク ス
▼

防
火
啓
発
の
た
め
地
域
巡
回
に
出
発
す
る
甲
佐
町
消
防
団
の
消
防
車
両
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10
月
31
日
（
土
）
町
内
各
小
学
校

で
運
動
会
が
行
わ
れ
、
児
童
ら
が
徒

競
走
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

例
年
５
月
に
行
わ
れ
る
運
動
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
秋

に
延
期
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
縮
小
し
、

午
前
中
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

龍
野
小
学
校
（
大
江
律
子
校
長
）

で
は
、
受
付
で
の
検
温
や
手
指
消
毒
、

参
観
エ
リ
ア
を
限
定
す
る
な
ど
の
感

染
症
対
策
を
実
施
。
児
童
ら
も
マ
ス

ク
を
着
用
し
な
が
ら
競
技
に
臨
む
な

ど
、
例
年
と
は
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

競
技
に
先
立
ち
、
蔵
田
勇
治
教
育

長
は
「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
み

ん
な
の
が
ん
ば
り
が
ご
家
族
や
地
域

を
元
気
に
し
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　10月31日（土）井戸江峡交流拠点施設
（COMMON IDOE）でハロウィンイベントが
開催され、仮装した子どもたちにお菓子がプ
レゼントされました。
　同施設を管理する一般社団法人パレットが
主催。ホットドックやピザなどの軽食が提供
され、家族連れなどが秋のひとときを満喫し
ました。
　家族で訪れた長岡里沙さん（龍野小３年・
浅井区）は「ソフトクリームが美味しかった。
また来たいです」と笑顔で話しました。

オンラインで移住者と交流     
古民家交流拠点施設から中継で移住相談会を開催

コロナ禍で変わる運動会  
令和２年度龍野小学校運動会

仮装した子どもたちにお菓子を   
COMMON IDOEでハロウィンイベントを開催

▼甲佐での暮らしやまちづくりについて話す（一社）パレットのメンバーら

▲芝生エリアを元気よく駆けまわる仮装した子どもたち

▼

マ
ス
ク
着
用
で
保
護
者
と
技
巧
走
を
行
う
龍
野
小
児
童
た
ち

　

10
月
24
日
（
土
）
古
民
家
交
流

拠
点
施
設
（
旧
西
村
民
俗
資
料

館
）
で
熊
本
県
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住

相
談
会
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
古
民

家
か
ら
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
ト
ー

ク
」
が
開
催
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
た
約
20
人
が
、
移
住
者

の
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

首
都
圏
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た

県
主
催
の
移
住
相
談
会
を
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
変

更
し
実
施
。
第
5
回
と
な
っ
た
今

回
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ

る
（
一
社
）
パ
レ
ッ
ト
の
大
滝
祐

輔
代
表
理
事
と
同
施
設
の
「
宿
屋

kugurido

」
の
管
理

人
を
務
め
る
岩
井
凛

花
さ
ん
、
イ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ト

ラ
ッ
ト
リ
ア
サ
ン

ヴ
ィ
ー
ト
」
料
理
長

の
内
藤
自
然
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
中

継
。
３
人
が
ま
ち
づ

く
り
へ
の
想
い
や
甲

佐
で
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
日

常
生
活
の
心
配
事
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、

３
人
は
自
身
の
経
験

談
を
話
し
な
が
ら
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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　11月13日（金）古民家ホテル「NIPPONIA 甲佐 
疏水の郷」（岩下）で地域住民へのお披露目を兼
ねた開業記念イベントが開催されました。
　同イベントは、古民家再生による地域活性化を
目指す株式会社Drawing（米原賢一代表取締役）
が主催。木村敬副知事や奥名克美町長など関係者
と地域住民ら約50人が出席し、本町の新たな観
光拠点の完成を祝いました。
　同施設は、町の若手有志らでつくる一般社団法
人パレット（大滝祐輔代表理事）が、全国で古民
家再生事業を手掛ける株式会社NOTE（藤原岳史
代表取締役）と共同で整備。
　米原代表取締役は「甲佐町の素晴らしさを地域
の皆さんと一緒に伝えていきたいです。来た人が
また訪れたい、またあの人に会いに行きたいと
言ってもらえるような宿泊施設になっていけれ
ば」とあいさつ。
　奥名町長は「町としても地域住民との連携体制
を構築し、今後も地方創生による地域の活性化を
進めていきたい」と述べました。

　11月22日（日）緑町自主防災会（中村幸
男区長）が宝くじの助成金で整備した非常用
発電機やポータブル電源、ソーラーパネルな
どの防災用備品の講習会を実施しました。地
域住民が参加し、いざという時に備えて使用
手順などを確認しました。
　コミュニティ助成事業は、地域住民が自主
的に結成した組織の防災活動を支援する事が
目的に（一財）自治総合センターが実施。宝
くじの社会貢献広報事業として、宝くじ受託
事業収入を財源に実施しています。

いざというときに備えて  
緑町自主防災会がコミュニティ助成事業を活用

▲整備した非常用発電機の使用訓練を行う参加者

人とつながる古民家ホテルが開業    
「NIPPONIA 甲佐 疏水の郷」オープニングレセプション

▲開業を祈念して鏡開きを行う奥名町長（最左）、木村副知事（左から
２人目）、米原代表取締役（左から３人目）ら

　

11
月
13
日
（
金
）
甲
佐
中
学
校
で

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
職
業
学
習
が
行

わ
れ
、
同
校
（
永
瀨
善
久
校
長
）
の

２
年
生
が
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ

ン
航
空
株
式
会
社
の
佐
々
木
敏
文
機

長
ら
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

例
年
実
施
し
て
い
る
職
場
体
験
学

習
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
と
な
る
中
、
生
徒
た
ち
の

キ
ャ
リ
ア
学
習
の
機
会
を
確
保
す
る

た
め
永
瀨
校
長
ら
が
企
画
し
、
同
社

の
旅
客
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客
室
乗
務

員
、
整
備
士
の
協
力
で
リ
モ
ー
ト
講

話
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
現
役
パ
イ
ロ
ッ
ト
ら

の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
中
学
生
活
の

折
り
返
し
と
な
る
今
、
何
を
す
べ
き

か
考
え
ま
し
た
。

夢の実現について考える         
甲佐中生徒が現役パイロットらとオンラインで交流

▼

オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
役
パ
イ
ロ
ッ
ト
ら
の
話
を
聞
き
入
る
生
徒
達
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ご
み
・
し
尿

町環境衛生課　TEL 096‒234-1169

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 101)

■ 

確
定
申
告
の
際
に
提
示
や
記
載
が

必
要
で
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
は
、

１
人
に
１
つ
だ
け
の
番
号
で
役
所
な
ど

で
の
手
続
き
に
必
要
と
な
る
大
切
な
も

の
で
す
。
す
で
に
、
社
会
保
障
分
野
や

税
分
野
な
ど
に
お
い
て
利
用
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
２
月
の
確
定
申
告
に
は
、

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
）
の
提
示
お
よ
び
申
告
書
へ
の
記
載

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
通
知

カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
や
氏

名
が
、住
民
票
と
一
致
し
な
い
場
合
は
、

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま

せ
ん
か

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
個
人
番
号

が
記
載
さ
れ
た
顔
写
真
付
き
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
高
い
カ
ー
ド
で
す
。
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
も
広
く
ご
活
用
で

き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
内
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
利
用

者
用
電
子
証
明
書
と
署
名
用
電
子
証
明

書
が
搭
載
さ
れ
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の

文
書
の
提
出
を
伴
う
電
子
申
請
な
ど
に

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
請
に
よ
り
初
回
は
無
料
で

交
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
か
ら
１
カ
月
ほ

ど
で
カ
ー
ド
が
完
成
し
、
町
住
民
生
活

課
窓
口
で
の
本
人
確
認
後
、
直
接
交
付

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
住
民
生
活
課
窓
口
で
は
職

員
が
無
料
で
顔
写
真
を
撮
影
す
る
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

交
付
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
確
定
申
告
に

も
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

を
ご
利
用
予
定
の
方
は
、
お
早
め
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た

場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
町
住
民
生
活
課
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
１
）

マイナンバー（個人番号）
を確認しましょう

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

収集地区 収集日 クリーンセンターへの直接持ち込み

年
末

星の川団地、立岩団地、竜野地区

（上早川五区・あゆの里緑川団地を

除く）、乙女地区、白旗地区

12 月 24 日（木）
12月 28 日（月）

・通常持込期限　12月 29 日（火）

・通常持込時間　午前９時～午後４時 30分
・持　 込　 料　100 円 /10㌔
※個人の持込可

※ 時間厳守

宮内地区、甲佐地区（星の川団地・

立岩団地を除く）、上早川五区、

あゆの里緑川団地

12 月 25 日（金）
12月 29 日（火）

年
始

星の川団地、立岩団地・竜野地区

（上早川五区・あゆの里緑川団地を

除く）、乙女地区、白旗地区

１月４日（月）
から

１月４日（月）から通常持ち込み可
宮内地区、甲佐地区（星の川団地・

立岩団地を除く）、上早川五区、

あゆの里緑川団地

１月５日（火）
から

▲

お問い合わせ先　御船町甲佐町衛生施設組合（クリーンセンター）　TEL 096‐282‐0688

収集地区 くみ取り日 備考

年
末

全地区 12月 28 日（月）まで
年末は非常に混み合いますので、早めにし尿くみ取り業者
にお申し込みください。

年
始

全地区 １月４日（月）から 通常受け入れ可

▲

お申し込み・お問い合わせ先

・宮内地区、甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部、星の川団地①）、竜野地区、乙女地区、白旗地区

　（有）甲佐衛生社　TEL 096‐234‐1217
・甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部を除く、星の川団地②）

　米村衛生（有）　TEL 096‐234‐0308
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)   熊本東年金事務所　TEL 096‒367‒2503

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

■ 

収
入
な
ど
が
一
定
基
準
額
以
下
の

年
金
受
給
者
を
支
援
し
ま
す

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準

額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

■ 

支
援
給
付
金
の
受
給
資
格
対
象
と

な
る
要
件

受
給
対
象
と
な
る
に
は
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
障

害
年
金
等
の
非
課
税
収
入
は
、
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
の
判
定
に
用
い
る
所

得
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

•
 

65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

•
 

同
一
世
帯
の
全
員
が
町
民
税
非
課
税

で
あ
る
こ
と

•
 

前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所

得
額
の
合
計
が
87
万
９
９
０
０
円
以

下
で
あ
る
こ
と

▼ 

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方

•
 

前
年
の
所
得
額
が
４
６
２
万
１
０
０
０ 

円
以
下
で
あ
る
こ
と

※ 

給
付
額
は
扶
養
親
族
等
の
数
に
応
じ

て
増
額
さ
れ
ま
す
。

■
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

▼ 

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

受
給
い
た
だ
け
る
方

お
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
可
能
な

旨
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
同

封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

こ
れ
ま
で
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
給
さ
れ
て
い
た
方

　

日
本
年
金
機
構
が
引
き
続
き
支
給
要

件
に
該
当
し
て
い
る
か
確
認
し
、
継
続

し
て
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
支
払
い
分
か
ら
支
給
金
額
が
変

更
と
な
る
方
に
は
「
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
支
給
金
額
変
更
通
知
書
」
が
、

不
該
当
と
な
る
方
に
は
「
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
不
該
当
通
知
書
」
が
そ
れ

ぞ
れ
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
資
格
の
適
正
な

適
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、
毎
年
12
月
を
「
国
民
健
康

保
険
制
度
適
用
適
正
化
月
間
」
と
し
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
の
適
正
な
管
理

と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
社
会
保
険
な
ど
の
適
用

対
策
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱
退
に

関
す
る
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
は
、
74
歳
ま
で
の
社

会
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
で
共
済
・

船
員
保
険
も
含
む
）
の
被
保
険
者
お
よ

び
そ
の
被
扶
養
者
を
除
く
す
べ
て
の
人

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

社
会
保
険
を
脱
退
ま
た
は
加
入
な
ど

資
格
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
住

民
生
活
課
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
が
必

要
な
手
続
き

●
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
届

　

社
会
保
険
を
脱
退
し
た
場
合
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

社
会
保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書
ま
た

は
離
職
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る

も
の
、
印
か
ん

●
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
届

　

社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

社
会
保
険
被
保
険
者
証
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の
、
印
か
ん

■ 

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
を

　

同
じ
世
帯
に
社
会
保
険
の
被
保
険
者

が
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
の
被
扶
養
者

と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
扶
養
認
定
で
き
る
か
は
お
勤
め
先

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
な
ど

に
必
要
で
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
で
所
得
の
申
告
が
お
済
み
で
な

い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公的年金等の収入が
少ない年金生活者を支援

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

12 月は国民健康保険
制度適用適性化月間

国保に関する届け出は町住民生活課まで



Library
町生涯学習センター図書室からの12月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

織田信長の家臣・木村忠範は自

らが造った安土城で討ち死にを

遂げた。嫡男の藤九郎は、肥後

半国の領主となった加藤清正の

もとに仕官を願い出る。「最強

の城を造れ」と清正に命じられ

…。実力派歴史作家が描く、日

本一の城を造った男の物語。

様々な試練を乗り越えた先に、

壮大な姿の熊本城が浮かび上が

り、胸が熱くなる１冊です。

KADOKAWA

小説

日本一の城を作った男の物語
伊東 潤 著 /『もっこすの城 熊本築城始末』

あたたかなクリスマスのお話
ユーヴァル・ゾマー 作 /『もりのおくのクリスマスツリー』

ベテラン料理家のマイペースなライフスタイル

村上 祥子 著 /『料理家 村上祥子式78歳のひとり暮らし』

キャリア50年のベテラン料理

家・村上祥子。自分がシニアに

なって「食べること」の大切さ

を改めて実感し、マイペースな

ひとり暮らしの日々や潔い考え

方、普段の食事の工夫を綴った

１冊。話題になったレシピ、電

子レンジや冷凍食材をフル活用

した簡単レシピも収録。生涯現

役の元気の秘密を紹介していま

す。

集英社

教養娯楽

私たちは認知症にどう向き合え

ばよいのか？ 介護に大切な３

つのスキルとは？ 誰もが生き

やすい社会とは？ 認知症の第

一人者であり、３年前に自らも

認知症であることを明かした著

者が、100の言葉で私たちの不

安に応えます。「みんな違って、

みんな尊い」穏やかに綴られる

言葉の一つ一つが、前向きに生

きる力を与えてくれます。

中央法規出版

一般書

認知症になった認知症専門医の言葉
長谷川 和夫 著 /『認知症でも心は豊かに生きている』

ぼくは、いっぽんの木。ひとり

ぼっちになったぼくは、ぶるぶ

る震えていた。夜の闇に向かっ

て「だ、だれかいる？」と呼び

かけるけど…。一度見たら忘れ

られない、季節がめぐる森の情

景。いきいきとした動物たち。

森のいきものたちの声が聞こえ

てくる、あたたかなクリスマス

のお話。読み聞かせにおすすめ

の絵本です。

ほるぷ出版

児童書

私 ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
  『朝が来る』（辻村 深月 著）

白石 恵介さん
〔町福祉課〕

今月の案内人

長く辛い不妊治療の末、特別養子縁組という手段
を選んだ栗原清和・佐都子夫婦。平和な日々を過
ごしていたある日、夫妻のもとに電話が。それは
息子を「返してほしい」というものだったー

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などありましたら、お知ら

せください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

Public Relations KOSA
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■町生涯学習センター・図書室　　
　「人権コーナー」の紹介

　熊町生涯学習センター図書室では、

約150冊の「人権に関する本」を展

示しています。

　今回はその中から数冊をご紹介し

ます。ぜひ足を運んでみてください。

● 「わたしは13歳、学校に行けずに
花嫁になる。」（久保田恭代・寺田
聡子・奈良崎文乃・プラン・ジャ
パン 著 / 合同出版）

　みなさんは「女の子に生まれてき

て、よかった」、「男の子に生まれて

きて、よかった」　そんなことを感

じたことはありますか。

　いまの日本では日常生活で性別に

よる差別を感じることはそんなには

ないかもしれません。

　しかし世界を見渡すと性別によっ

て人生を大きく左右されてしまう子

どもたちがたくさんいます。この本

は世界から届いた女の子の物語です。

● 「橋はかかる」（村崎太郎・栗原美
和子 著 / ポプラ社出版）

　「ならば結婚します」この一言は、

生まれて初めて私に差別されないこ

との悦びを与えてくれた。「人の傷

みを知っている人は人を傷つけるよ

うなことはしない。部落出身という

生い立ちを持っているあなただから、

きっと弱さと強さの両方を痛いほど

しっているだろう。私はそういう人

と出逢うのを持っていたんです」と。

被差別部落出身であることを公表し

た村崎太郎と一般的な家庭に育った

栗原美和子。悪戦苦闘の３年間、少

しずつみえてきた希望の橋。著者は

「率直な対話のなかに、この本は生

まれた」と語っています。

 

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

健
康
で
豊
か
な
生
き
方
を
応

援
す
る
た
め
町
公
民
館
が
実
施

す
る
「
公
民
館
自
主
講
座
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
「
ス
ト

レ
ッ
チ
ヨ
ガ
」
講
座
で
は
、
現

在
８
人
が
無
理
の
な
い
体
勢
で

深
い
呼
吸
と
と
も
に
体
を
伸
ば

し
、
固
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
筋

肉
を
ほ
ぐ
す
ヨ
ガ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ヨ
ガ
を
通
し
て
血
行
を
良
く

し
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

▼
代
表　

德
永
小
巻
さ
ん
（
芝

　

原
区
）

▼
開
催
場
所

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
研

修
室

▼
開
催
日
時

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
〜

午
前
11
時
30
分

　

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
「
３
Ｂ
体

操
」
講
座
で
は
、
誰
で
も
無
理

な
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

３
Ｂ
体
操
で
は
、
ゴ
ム
製
の

「
ボ
ー
ル
」や
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の

あ
る「
ベ
ル
」、
伸
び
縮
み
す
る

「
ベ
ル
ダ
ー
」を
使
っ
て
、
生
活

習
慣
病
や
ロ
コ
モ
（
寝
た
き
り

を
引
き
起
こ
す
運
動
器
の
病
気
）

の
予
防
に
効
果
的
な
有
酸
素
運

動
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
改
善
運
動

を
行
い
ま
す
。
よ
り
健
康
な
体

づ
く
り
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

▼
講
師　

荒
巻
美
智
子
さ
ん

　
（
大
津
町
）

▼
開
催
場
所

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル

▼
開
催
日
時

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
８
時
〜

午
後
９
時
30
分

「
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
」

町
公
民
館
自
主
講
座
⑭

「
３
Ｂ
体
操
」

町
公
民
館
自
主
講
座
⑮

▲２つの輪が繋がった「ベル」

を使って体操する参加者

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

町公民館主催講座のご案内

正月飾り「スワッグ」作り
を開催します

　お正月飾りのしめ縄として楽し

める「スワッグ」作りに挑戦して

みませんか。参加者は、花バサミ

をご準備ください。

●開催日時

　11月22日（火）午前10時～正午

●会場

　町農業研修センター「ろくじ館」

●講師

　村上光治さん（下豊内区）

●材料費

　1500円

●定員

　15人程度

▲参加者といっしょに体を動か

す講師の徳永さん（中央）

Public Relations KOSA
December 202013



❖
健
診
受
診
率
60
％
目
標
の
た
め
に

　

国
で
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
市
町

村
国
保
の
特
定
健
診
受
診
率
の
60
％
達

成
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
健
診
受
診
率
も
毎
年
高
ま
っ

て
お
り
、
令
和
元
年
度
は
53
・
１
％
で

し
た
。
町
で
は
、
受
診
率
60
％
達
成
の

た
め
に
受
診
勧
奨
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
の
受
診
率
は
昨
年
度
の
同

時
期
よ
り
も
少
な
い
状
況
で
す
。

　

健
診
を
受
診
し
た
こ
と
で
生
活
習
慣

病
が
発
見
さ
れ
、
治
療
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
受
診
が

ま
だ
の
方
は
健
診
を
通
し
て
、
自
身
の

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

健
診
の
結
果
を
も
と
に
、
か
か
り
つ
け

医
や
町
の
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
相

談
す
る
な
ど
し
て
日
々
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

❖ 

特
定
健
診
が
指
定
医
療
機
関
で

受
診
で
き
ま
す

　

町
で
は
、
夏
に
実
施
し
た
町
の
健
診

（
集
団
健
診
）
を
受
診
で
き
な
か
っ
た

方
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
、
指
定
医

療
機
関
で
受
診
で
き
る
特
定
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
体
格
検
査
・
血
圧
測

定
に
加
え
て
、
脂
質
異
常
症
・
糖
尿

病
・
肝
臓
病
・
腎
臓
病
の
リ
ス
ク
が
分

か
る
血
液
検
査
・
尿
検
査
を
か
か
り
つ

け
医
な
ど
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
診
期
限
が
12
月
28
日
（
月
）
と

迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
診
が
未
だ
の

方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
対
象
者
に
は

９
月
に
青
色
の
特
定
健
診
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

今
年
度
40
〜
74
歳
の
甲
佐
町
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
で
、
節
目
健
診
や

７
〜
８
月
に
町
の
集
団
健
診
を
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方

●
受
診
期
限

　

12
月
28
日
（
月
）

●
個
人
負
担
金

　

１
３
０
０
円

●
検
査
内
容

　

体
格
検
査
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
М
Ｉ
）、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査

（
血
中
脂
質
検
査
・
血
糖
検
査
・
肝
機

能
検
査
・
腎
機
能
検
査
）、
尿
検
査
、

医
師
の
診
察
な
ど

●
注
意
事
項

① 

特
定
健
診
を
受
診
す
る
際
は
、
事
前

に
い
ず
れ
か
の
指
定
医
療
機
関
へ
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

② 

特
定
健
診
を
受
診
す
る
際
は
受
診
券

と
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
医

療
機
関
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

期
限
内
で
あ
っ
て
も
、
国
保
被
保
険

者
資
格
が
な
く
な
っ
た
際
は
、
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

④ 

健
診
結
果
は
保
健
指
導
等
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
指
定
医
療
機
関

　

 

荒
瀬
病
院
、
谷
田
病
院
、
小
屋
迫
医

院
、
桃
崎
整
形
外
科

※ 

町
外
の
指
定
医
療
機
関
な
ど
の
詳
細

は
町
健
康
推
進
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

❖
国
保
制
度
の
安
定
化
を
目
指
し
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
財
政
的
安
定

な
ど
に
よ
る
制
度
の
安
定
化
を
目
的

に
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
町
か
ら

県
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
国
で
は
、
平
成
28
年

か
ら
「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」
と
い

う
、
健
康
づ
く
り
や
予
防
事
業
に
取
り

組
む
自
治
体
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
各
自
治
体
の
「
健
診
受
診

率
」「
保
健
指
導
実
施
率
」「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
・
予
備
群
の

減
少
率
」
な
ど
の
評
価
に
応
じ
て
国
が

自
治
体
に
対
し
て
交
付
金
を
支
給
す
る

も
の
で
、
皆
さ
ん
の
生
活
習
慣
病
を
始

め
と
す
る
病
気
の
予
防
活
動
な
ど
を
促

す
も
の
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

も
、
ま
ず
は
健
診
を
受
け
て
自
身
の
健

康
を
見
直
し
、
日
々
の
生
活
に
活
か
し

ま
し
ょ
う
。

Health
健康に関するお知らせ

保
健
師
だ
よ
り

健診 の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

自身の健康状態を把握することは

健康づくりの第１歩です。かかり

つけ医の定期受診で行う血液検査

に代えて、特定健診を受診するこ

ともできます。特定健診をまだ受

診されていない方は、かかりつけ

医にご相談ください。

遠山 真理 保健師

健

診

で

自

身

の

健

康

を

見

直

し

ま

し

ょ

う
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
12月の子育て支援カレンダー

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
・町福祉課

　TEL096-234-1114
・町住民生活課

　TEL096-234-1113

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

12・１月の保健活動

　　12月17日（木）　午前９時

　　１月21日（木）　午前９時

　　12月17日（木）　午前10時10分

　　１月21日（木）　午前10時

　　12月４日（金）　午前９時20分

　　１月12日（火）　午後１時

　　12月18日（金）　午前９時20分

　　１月12日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（水） 親子で読書

４日（金） 空飛ぶリボン

７日（月） パズル遊び

９日（水） お絵かき

11日（金） お散歩へ出かけよう

14日（月） 小麦粉遊び

16日（水） 砂場遊び

18日（金） プラバン遊び

21日（月） ふれあい遊び（泡のケーキ屋さん）

23日（水） タオルを使って遊ぼう

25日（金） クリスマス会

28日（月） ねじブロック遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

山形 和
かず ま

誠 くん（１歳１カ月）
 父・和広 さん　母・いくみ さん

　（辺場区）

　和誠くん元気いっぱい

　　　　　　　　　成長してね！

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
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　朝夕の冷え込みが厳しくなってき

ました。いよいよ本格的な冬の到来

ですね。体調管理に気をつけましょ

う。風邪やインフルエンザ、コロナ

対策と大変ですが、運動もぼちぼち

行っていき

ましょう。

　今回は、

自宅でも簡

単にできる

太もものト

レーニング

を紹介しま

す。

① 壁の横に立ち、片手を壁につきま

す（※目線はまっすぐで、姿勢を

よくしましょう）

② 膝を伸ばした状態のまま、前方に

足を振り上げ、ゆっくり戻します。

後方にも同じようにゆっくり動か

しましょう。

　動作のポイントは、足を後方に上

げる時に上体を倒さず、起こしたま

まで行うことです。

　このトレーニングで太ももの表と

裏の筋肉を鍛えることができますよ。

ぜひ、ご自宅で実践してみてくださ

い。

貴島 小百合さん
〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲姿勢をよくして足を伸ばし、上体を起

こしたまま行うのが効果的です

太もものトレーニング

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより（町からのお知らせ）

壁 を 使 っ て 簡 単・ 安 全・ 効 果 的 な
太 も も の ト レ ー ニ ン グ

■ 
町
内
中
小
企
業
者
の
資
金

繰
り
を
支
援

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
業

績
が
悪
化
し
た
町
内
の
中
小
企

業
者
の
皆
様
の
更
な
る
資
金
繰

り
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
県

が
実
施
す
る
「
熊
本
県
金
融
円

滑
化
特
別
資
金
」
の
借
入
れ
に

伴
う
利
子
に
対
し
、
利
子
補
給

補
助
金
（
最
長
36
月
分
）
を
次

の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

　

甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会
会

員
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
利

子
補
給
補
助
金
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
交
付
対
象
者

　
「
熊
本
県
金
融
円
滑
化
特
別

資
金
」
の
融
資
を
受
け
た
中
小

企
業
者
で
次
の
①
〜
③
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
者

① 
法
人
に
あ
っ
て
は
甲
佐
町
内

に
本
社
を
有
す
る
者

② 

個
人
に
あ
っ
て
は
甲
佐
町
内
に

主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
者

③
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

●
利
子
補
給
補
助
金
の
額

　
「
熊
本
県
金
融
円
滑
化
特
別

資
金
」
の
融
資
に
係
る
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
取
扱

金
融
機
関
に
支
払
っ
た
利
子

（
約
定
償
還
日
を
超
え
た
こ
と

に
よ
り
支
払
う
べ
き
遅
延
利
息

を
除
く
）
の
額
。（
利
子
補
給

補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る
融

資
金
額
上
限
は
１
０
０
０
万

円
）

●
利
子
補
給
の
対
象
期
間

　

利
子
補
給
補
助
金
の
交
付
対

象
者
が
取
扱
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
か

ら
起
算
し
て
36
月
以
内

●
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

申
請
書
等
に
必
要
書
類
を
添

え
て
令
和
３
年
１
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
町
地
域
振
興
課

ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

町地域振興課

TEL096-234-1154
　　（内線232）

▲県が実施している新型コロナウイルス感染症に係る「熊本県金融

円滑特別資金」について町が利子補給を行います

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
】
中
小
企
業
資
金
繰
り
支
援

（
利
子
補
給
補
助
金
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

熊本県金融円滑特別資金

資金名
新型コロナウイルス
感染症対策分

セーフティネット保証４号
（新型コロナウイルス
感染症対策分）

危機関連保証
（新型コロナウイルス
感染症対策分）

利用の
要件

・直近１カ月の売上が
前年同月比で減少

または
 ・今後２カ月の売上
見込みが前年同期比

で減少

・直近１カ月の売上が
前年同月比で減少
（▲20％以上）

かつ
 ・今後２カ月の売上見込み
が前年同期比で減少
（▲20％以上）

・直近１カ月の売上が
前年同月比で減少
 （▲15％以上）
かつ 

・今後２カ月の売上見込みが
前年同期比で減少
 （▲15％以上）

融資
限度額 8,000万円 8,000万円 8,000万円

融資
期間 １年～10年 （据置期間１年以内） １年～10年

（据置期間２年以内）

上限利率

3年以内　年1.70％以内
5年以内　年1.90％以内
7年以内　年2.00％以内
7年超　　年2.30％以内

3年以内　年1.50％以内
5年以内　年1.65％以内
7年以内　年1.80％以内
7年超　　年2.00％以内

保証料率の
利用者負担 0.00%（県が全額補助）

申込先 取扱金融機関、商工会議所、商工会、中小企業団体中央会
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日 月 火 水 木 金 土
11/29

 【日曜当番医】

 谷田病院

11/30 １ ２ ３

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

４

 ピカピカ１歳教室

 （町総合保健福祉センター）

５

６

 通常収集しない
 ごみの収集

 （町環境衛生課）

 【日曜当番医】

 小屋迫医院

７

 法律相談

 （老人いこいの家）

 ※電話相談のみ対応

８

 マイナンバーカード
 予約者用夜間窓口

 （町住民生活課）

９ 10

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

11 12

13

 マイナンバーカード
 予約者用夜間窓口

 （町住民生活課）

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

14

 

15 16 17

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

18

 すくすく２歳児
 子育て相談

 （町総合保健福祉センター） 

 口座振替日

 （町税務課）

19

20

 【日曜当番医】

 谷田病院

21

 納期限

 （町税務課）

22

 マイナンバーカード
 予約者用夜間窓口

 （町住民生活課）

23

 認知症についての
 相談会

 （町福祉課）

24

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

25 26

27

 【日曜当番医】

 甲佐眼科クリニック

28

 夜間窓口

 （町税務課）

29

 年末年始閉庁日

 （～１/４）

30 31 1/1

 【休日当番医】

 小屋迫医院

1/2

 【休日当番医】

 桃崎整形外科

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細については、町公式ウェブサイトや防災行政無線などを
　ご確認ください。

Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【12月】
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12
December 2020

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

ｉ
後
期
歯
科
健
診
の
受
診
は

12

月

31

日
（
木
）
ま

で

　

町
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
を
対
象
と
し
た
歯
科
口
腔

健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
診

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
対
象
の
歯
科
医
院
に
予
約
を

し
、
被
保
険
者
証
と
受
診
券
、
自

己
負
担
額
４
０
０
円
を
準
備
の
上
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
科
健
診
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

町
住
民
生
活
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

▼
受
診
期
限

　

12
月
31
日
（
木
）

※
歯
科
医
院
の
休
診
日
を
除
く

▼
実
施
場
所

　

町
が
契
約
し
て
い
る
歯
科
医
院

※ 

受
診
可
能
な
歯
科
医
院
の
詳
細

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
自
己
負
担
額

　

４
０
０
円

▼
検
査
項
目

　

問
診
、
歯
・
入
れ
歯
の
状
況
、

か
み
合
わ
せ
、
口
腔
内
の
状
況
、

飲
み
込
む
機
能
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
７
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
】
町
税
等

の
徴
収
猶
予
制
度
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
事
業
等
に
係
る
収
入
が

相
当
の
減
少
と
な
っ
た
個
人
お
よ

び
法
人
は
、
申
請
に
よ
り
最
長
１

年
間
、
町
税
等
の
徴
収
猶
予
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
申
請
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
、
一
定
期
間
、
税
金
の
納

付
を
お
待
ち
す
る
も
の
で
あ
り
、

納
税
を
免
除
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者

　

次
の
①
お
よ
び
②
の
い
ず
れ
も

満
た
す
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

令
和
２
年
２
月
以
降
の
任
意
の

期
間
に
お
い
て
、
事
業
等
に
係

る
収
入
が
前
年
同
期
に
比
べ
て

20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

② 

一
括
で
の
納
付
ま
た
は
納
入
を

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▼
対
象
と
な
る
税
目

　

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
ま

で
に
納
期
限
が
到
来
す
る
町
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保

険
税

▼
申
請
手
続
き

　

各
納
期
限
日
ま
で
に
、
町
税
務

課
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　
（
内
線
１
１
３
）

年
末
年
始
の
旅
券
申
請
・

交
付
受
付
に
つ
い
て

　

町
住
民
生
活
課
で
は
、
パ
ス

ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の
申
請
・
交
付

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
申
請
か
ら

受
け
取
り
ま
で
の
手
続
き
に
9
日

間
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
）
必
要
で
す
。

　

12
月
29
日
（
火
）
か
ら
令
和
３

年
１
月
３
日
（
日
）
ま
で
の
期
間

は
、
旅
券
申
請
・
交
付
窓
口
は
休

み
と
な
り
ま
す
。
申
請
が
必
要
な

場
合
は
、
余
裕
を
持
っ
て
早
め
に

町
住
民
生
活
課
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
を
除
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
４
）

消

費

生

活

相

談

室

窓
口
を
開
設
し
て
ま
す

　

町
で
は
、
郡
内
４
町
と
連
携
し

て
、
消
費
生
活
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（10月分）
tax

町からのお知らせについて

は、詳しくは町公式サイト

をご覧ください。

URL https://www.town.kosa/lg.jp/
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こ
の
相
談
室
で
は
、
訪
問
販
売

や
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者
問
題
に
専
門

の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。

　

本
町
で
の
開
設
は
毎
週
木
曜
日

で
す
が
、
木
曜
日
以
外
で
も
郡
内

の
４
町
で
相
談
で
き
ま
す
。
原
則
、

電
話
対
応
と
な
り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
を
除
き
ま
す
。

▼
開
設
曜
日
・
会
場

●
月
曜
日

　

 

益
城
町
役
場
（
仮
設
庁
舎
）
別

館
１
階
消
費
生
活
相
談
室
（
益

城
町
木
山
５
９
４
番
地
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
６
‐
３
２
１
０

●
火
曜
日

　

 

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階
小
会

議
室
（
御
船
町
御
船
９
９
５
番

地
１
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
２
２
６

●
水
曜
日

　

嘉
島
町
役
場
庁
舎
内
相
談
室

　
（
嘉
島
町
上
島
５
３
０
番
地
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
７
‐
１
１
１
２

●
木
曜
日

　

老
人
い
こ
い
の
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
室
（
甲
佐
町
岩
下
24
番
地
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
２
２
３

●
金
曜
日

　

山
都
町
役
場
１
階
相
談
室

　
（
山
都
町
浜
町
６
番
地
）

　

TEL
０
９
６
７
‐
７
２
‐
３
１
３
３

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
６
）

医
療
機
関
の
受
診
に

関

す

る

お

願

い

　

今
年
の
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
同
時
流
行
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
が
、
発
熱
が
あ
っ
た
方
に
関

し
て
、
こ
れ
ら
を
見
分
け
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

　

適
切
な
検
査
や
感
染
防
止
の
た

め
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た

場
合
は
、
ま
ず
か
か
り
つ
け
医
や

最
寄
り
の
医
療
機
関
な
ど
に
電
話

な
ど
で
ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
す
る
医
療
機
関
に
迷
う
と

き
は
、
発
熱
患
者
専
用
電
話
番
号

（
TEL
０
５
７
０
‐
０
９
６
‐
５
６
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
管
理
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
７
８

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

10月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

11月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

「地名とは土地の記憶」という

言葉があります。

私たちが住む地域にもそういっ

た名残りがあると考えるのは、少

し大げさでしょうか。

糸田区の「四堂崎」に最初に住

みついた、津志田村の緒方清兵衛

は信仰心の厚い人で、自身が持っ

ていた仏像四体を自分とゆかりの

ある場所に一体ずつ納め、小さな

祠（ほこら）を建てたということ

です。その中の一つが現在の養寿

院であったと言われています。

後に、清兵衛が住んでいた養寿

院の馬場付近は「四つの祠の先」

を意味する「四堂崎」と呼ばれる

ようになったと言われています。

養寿院の周辺では現在でも古い

地名ごとに行事が行われており、

その中の養寿院と小塚が早川一

区、深井野が早川二区にあたるそ

うです。

養寿院に祀られているのは「不

動明王」「薬師如来」「地蔵菩薩」

です。昔から毎年２月と８月の25

日には、一区が「不動明王」の、

二区が「地蔵菩薩」のお祭りを続

けていると聞いています。

甲佐町の文化財探訪　～第 87回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）

「四堂崎（しどうざき）と養寿院（ようじゅいん）」 石坂 妙 町文化財保護委員（吉田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（10月分）

※単位・㌔ 

▶「
不
動
明
王
」「
薬
師
如
来
」「
地

　
蔵
菩
薩
」
を
祀
る
養
寿
院

▶
四
堂
崎
に
あ
る
阿
弥
陀
如
来
を

　
祀
る
お
堂
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令和２年度甲佐町グリーンカーテンコンテスト表彰式

Monthly Information

ｉ
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
へ

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
所
得
税

等
の
軽
減
ま
た
は
免
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
分
の
還
付
申
告
は
、

令
和
３
年
12
月
末
ま
で
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

申
告
相
談
や
申
告
手
続
き
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
事
前

に
電
話
等
に
よ
る
相
談
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

令
和
２
年
度
調
理
師
業
務

従
事
者
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

調
理
師
は
調
理
師
法
に
基
づ
き

２
年
ご
と
に
就
業
地
等
に
関
す
る

届
出
が
必
要
で
す
。

　

提
出
用
紙
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
の
提

出
に
つ
い
て
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
保
健

所
窓
口
に
て
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

12
月
31
日
現
在
で
調
理
師
免
許

を
有
し
、
県
内
で
調
理
師
業
務
に

従
事
し
て
い
る
方

▼
提
出
期
限

　

令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）

▼
提
出
先

　

就
業
地
を
所
管
す
る
保
健
所

※ 

就
業
地
が
山
鹿
市
内
の
場
合
は

山
鹿
市
役
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
知
事
か
ら
委

託
を
受
け
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

受
験
会
場
や
申
請
方
法
、
受
験

資
格
な
ど
の
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

・ 
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第

１
類
〜
第
６
類
）

・
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
時

　

令
和
３
年
２
月
14
日
（
日
）

・ 

午
前
の
部　

９
時
30
分
集
合

　
（
甲
種
・
乙
種
第
４
種
）

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
集
合

　

 （
乙
種
第
１
・
２
・
３
・
５
・

６
種
・
丙
種
）

▼
受
験
地

　

熊
本
市

Topics

　11月17日（火）町生涯学習セン
ターで甲佐町グリーンカーテンコン
テストの表彰式が行われました。
　町では、夏の CO2排出量削減を目
的に、グリーンカーテンの普及を通
して省エネの取り組みを促進するた
め「グリーンカーテンコンテスト」
を毎年実施しています。
　グリーンカーテンとは、ゴーヤな
どの植物を外壁などに張ったネット
などに這わせたもので、日差しを遮
るとともに、植物の蒸散作用によっ
て周囲を冷やす効果が期待されます。
　本年度も町内の個人や企業・団体
などが参加し、節電効果や育成過程

などの報告書を基に審査の結果、最
優秀賞に佐野光宣さん（上豊内区）、
優秀賞に甲佐郵便局（岩下）とコー
ラルインターナショナル（株）九州
支社（下横田）を選出。奥名町長か
ら表彰状と記念品が手渡されました。

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　

●少年柔道スクール

●卓球教室

●ノルディックウォーキングスクール

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●放課後自習室

　■お問い合わせ先

TEL

バトミントン教室

参加者の皆さん

親子で楽しくバトミントンやってます！

▼

表
彰
状
を
受
け
取
る
佐
野
光
宣
さ
ん
（
右
）

　町環境衛生課　 TEL 096-234-1169
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Monthly Information

▼
申
請
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
 

12
月
18
日
（
金
）
〜
25
日
（
金
）

　

 
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分

・
電
子
申
請

　

 

12
月
15
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

22
日
（
火
）
午
後
５
時

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

　

タ
ー
熊
本
県
支
部
（
熊
本
市
中

　

央
区
九
品
寺
１
‐
11
‐
４
）

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

ｒ
ひ
と
り
親
家
庭
の
受
験
対
策

集
中
講
座
受
講
生
を
募
集

　

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
中
学
３
年
生
を
対
象

に
受
験
対
策
集
中
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
定
員

（
15
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

次
の
ど
ち
ら
も
満
た
す
方
。

① 

県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
中
学

３
年
生

② 

母
子
会
会
員
世
帯
（
会
員
で
な

い
場
合
は
年
会
費
１
０
０
０
円

が
必
要
で
す
）

▼
開
催
日
時

　

12
月
６
日
（
日
）、
１
月
10
日

（
日
）、
２
月
７
日
（
日
）
午
後
４

時
〜
午
後
８
時

▼
場
所

　

母
子
・
父
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら

ゆ
り

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
協

議
会

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
１
‐
６
７
３
９

障
が
い
の
あ
る
方
の

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次

の
期
間
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者

　

身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病
、

高
次
脳
機
能

▼
定
員

　

８
人

▼
内
容

　

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
に
必
要
な
Ｐ

Ｃ
操
作
を
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
学

び
、
実
践
的
な
知
識
・
技
術
を
習

得
、
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

12
月
28
日
（
月
）

▼
訓
練
期
間

　

令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）
〜

４
月
30
日
（
金
）

▼
経
費

　

テ
キ
ス
ト
代
１
万
３
２
０
０
円

（
税
込
）
程
度

▼
訓
練
場
所

　

株
式
会
社
総
合
プ
ラ
ン
ト

　
（
熊
本
市
中
央
区
神
水
１
丁
目

　

38
‐
10
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

TEL
０
９
６
‐
２
９
７
‐
９
９
１
５

ｃ
年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
や

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

年
末
年
始
は
金
融
機
関
な
ど
を

狙
っ
た
強
盗
事
件
や
車
上
ね
ら
い
、

乗
り
物
盗
（
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、
自

転
車
盗
）、
万
引
き
な
ど
の
街
頭

犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。
ま
た
、
車

の
利
用
も
増
え
、
交
通
事
故
も
増

加
し
ま
す
。

　

不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
ら
す

ぐ
に
「
１
１
０
番
」
通
報
す
る
な

ど
の
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
や
交
通

事
故
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～12月～
 Event

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

▶

・増田　照男様　奈良県

・山口　哲右様　福岡県

・田渕　雅子様　千葉県

・田坂　秀博様　埼玉県

・田中　圭　様　和歌山県

・古川　宗司様　埼玉県

・木下　雅史様　石川県

・皆見　誠　様　合志市

　　　　　　　　　　 ほか

▶

 「うなぎ蒲焼き」
こうさんもん No.9

▶
TEL

「梅酒カステラ」
こうさんもん No.10

▶
TEL

▶

URL

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

 

昨
年
の
人
権
週
間
で
展
示
さ
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
人
権
啓
発
作
品

▶期　間　12月４日（金）～ 12月10日（木）
▶主　催　甲佐町「人権週間」実行委員会
▶展　示　町内小中学生の習字や甲佐高生の
　　　　　人権標語など
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干し柿

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

 

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

山
間
の
わ
が
故
郷
は
秋
の
風
日
々
を
重
ね
て
寒
さ

増
し
往
く 

白
梅　

武
人

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
も
無
縁
と
な
り
ぬ
友
も
老
い
吾
も
老
い

た
り
何
処
え
も
行
け
ぬ 

塚
原　

暁
益

田
人
ら
の
一
年
間
の
集
大
成
稲
刈
り
終
え
て
安
堵

す
る
日
々 

緒
方　

明
美

コ
ロ
ナ
禍
の
三
密
避
け
る
故
郷
に
秋
深
ま
り
て
感

染
防
ぐ 

吉
永
由
紀
子

突
然
の
姪
の
来
訪
嬉
し
く
て
胸
の
重
さ
も
薄
れ
る

如
し 

池
田
キ
ヨ
子

久
し
ぶ
り
友
達
と
逢
い
佐
俣
の
湯
コ
ロ
ナ
禍
の
中

友
と
語
ら
う 

赤
星　

文
子

田
ん
ぼ
道
に
真
っ
赤
な
花
を
見
せ
て
い
た
彼
岸
の

花
は
寒
さ
に
倒
る 

上
村
や
す
美

山
茶
花
を
愛
で
い
し
姉
の
命
日
に
一
輪
挿
し
て
安

ら
か
祈
る 

内
田
乃
武
子

実
り
田
の
道
を
歩
め
ば
遠
き
日
の
「
勤
労
奉
仕
」

稲
刈
り
思
う 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
「
の
び
の
び
」

嫌
な
こ
と
の
び
の
び
伸
ば
す
癖
が
つ
き 

日
隈　

俊
郎

受
験
期
に
の
び
の
び
遊
び
過
ぎ
た
悔
い 

清
川
み
ど
り

　
「
祭
り
」

帰
省
す
る
子
ら
待
つ
過
疎
の
村
祭
り 

川
村　

文
子

御
神
輿
を
担
ぐ
男
の
祭
り
好
き 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

バ
タ
バ
タ　

飛
び
立
つ
鶴
の
又
増
え
た 

広
田
み
ど
り

バ
タ
バ
タ　

額
の
裏
に
は
無
か
ご
た
る 

下
山　

千
恵

バ
タ
バ
タ　

ゆ
っ
く
り
眠
る
暇
が
無
い 

志
垣　
　

光

バ
タ
バ
タ　

そ
ぎ
ゃ
ん
急
ぐ
と
怪
我
す
る
よ 

佐
藤　
　

葵

バ
タ
バ
タ　

着
物
着
た
な
ら
淑
や
か
に 

平
井
や
よ
い

バ
タ
バ
タ　

性
格
だ
ろ
う
納
期
前 

長
原　

産
賀

バ
タ
バ
タ　

と
う
と
う
飯
も
食
い
だ
さ
ん 

佐
野　
　

京

バ
タ
バ
タ　

布
団
叩
き
で
憂
さ
晴
ら
し 

光
永　
　

六

バ
タ
バ
タ　

ド
ミ
ノ
倒
し
で
盛
り
上
が
る 

井
元
あ
ざ
み

バ
タ
バ
タ　

代
打
に
ゃ
誰
ル
か
お
ら
ん
か
い 

日
高　

美
里

バ
タ
バ
タ　

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
は
が
れ
そ
う 

上
田　

梅
清

バ
タ
バ
タ　

ビ
ル
は
コ
ロ
ナ
が
空か

ら

に
す
る 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

師
走 

〜
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ひとの動き（敬称略）

 住　所 氏　名     性別  保護者

下横田　北畑　知
ち か

花　女　孝太郎

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 4,998 ▲２

女 5,463 ０

計 10,461 ▲２

世帯数 4,346 ２

令和２年10月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

津志田　宮内　初美　58　　進

田　口　坂口喜久雄　88　喜久雄

大　町　小屋野憲一　41　憲　一

早　川　宇土ハルミ　65　正　昭

麻生原　伴　　政次　90　政　次

府　領　一村　吉勝　84　勝　子

吉　田　米村　昭子　86　良　介

津志田　豊塚　　勉　97　芳　幸

10月11日（日）～11月10日（火）

作り方

①リンゴは芯を切りとって、５

㍉位の薄切りにし、皿に並べ

て砂糖とレモン汁を混ぜ合わ

せたら、ラップをしてレンジ

で３分加熱します。

②炊飯器の内釜にバターまたは

マーガリンを塗り、加熱した

リンゴを並べます。

③ ①の煮汁10㏄に牛乳を加え、

ホットケーキ粉と卵をボウル

と泡立て器で混ぜ合わせて生

地をつくります。

④生地を②の炊飯器に流し込み、

焼き上げます。

⑤竹串を刺して焼け具合を確認

しましょう。保温機能を使っ

て、お好みの焼き具合になっ

たら完成です。生クリームで

デコレーションしてもいいで

すね。

おうちでクリスマスケーキ

ご存じですか？

材　料

リンゴ　　　………………… １個
砂糖　　　　…………… 大さじ１
レモン汁　　…………… 大さじ１
ホットケーキ粉 …… 150～200㌘
卵（Ｌ玉） …………………… １個
牛乳　　　…………………… 90cc
バター（またはマーガリン）…… 10㌘

　　　リンゴって貧血の予防に

なるってご存じですか？

　リンゴにはビタミン C が多

く含まれています。ビタミン C

は鉄分の体への吸収を促してく

れるのです。

　昔から“リンゴは医者いら

ず”といわれるくらい多くの病

気の予防に役立つ果物です。い

ろいろな栄養素がバランスよく

含まれています。赤ちゃんの離

乳食としても活躍する食材です

ね。

　今年の冬は、子どもから大人

まで楽しめるリンゴのケーキに

挑戦してみませんか。ご家庭の

炊飯器でできる、栄養満点の甘

いリンゴを使ったクリスマス

ケーキをお子さんといっしょに

作ってみてくださいね。

　
鮮
や
か
に
色
付
く
山
の
木
々
に
、

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
山
里
の
家
々
で
は
干
し
柿

が
軒
先
に
吊
る
さ
れ
、
冬
に
向
け
た

準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
の
秋
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、「
甲
佐
蚤
の
市
」
や

「
産
業
文
化
祭
」
な
ど
の
行
事
が
中

止
と
な
り
、
マ
チ
ナ
カ
が
例
年
と
比

べ
て
少
し
物
寂
し
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
商
店
街
の
入
口

と
裏
通
り
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た

２
つ
の
施
設
は
、
本
町
に
に
ぎ
わ
い

と
活
気
を
届
け
て
く
れ
る
存
在
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
古
民
家
な
ど
を
有
効
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
連
携
協
定
締
結

か
ら
２
年
と
少
し
が
経
ち
ま
し
た
。

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
目
指
し
て
き

た
甲
佐
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
目
に
見

え
る
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
冬
、
皆
さ
ん
も
甲
佐
の
今
を

確
認
し
に
、
マ
チ
ナ
カ
散
策
へ
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。（
と
）

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ご結婚おめでとう
marriage

［

 住　所 氏　名 

　　夫　熊本市　小堀　龍聖

　　妻　府　領　小畠　まひる
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　「
初
め
て
訪
れ
た
家
族
連
れ
も

自
分
の
時
間
を
楽
し
み
た
い
ソ
ロ

キ
ャ
ン
パ
ー
も
気
持
ち
よ
く
過
ご

せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
貢
献

で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
、
自
身
も
キ
ャ
ン
パ
ー

と
し
て
津
志
田
河
川
自
然
公
園

（
乙
女
河
原
）
を
利
用
し
な
が
ら

環
境
整
備
に
取
り
組
む
一
圓
仁
さ

ん
（
津
志
田
区
）。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
身
近
な
存

在
だ
っ
た
同
公
園
の
環
境
整
備
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
た
の
は
、

ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
よ
る
同
公
園

の
利
用
者
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
利

用
マ
ナ
ー
の
低
下
に
危
機
感
を
覚

え
た
か
ら
だ
と
い
う
。

　「
身
近
な
場
所
が
心
無
い
利
用

者
に
よ
っ
て
荒
れ
て
い
く
の
を
目

に
し
な
が
ら
、
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
マ
ナ
ー
の
低
下

か
ら
閉
鎖
さ
れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
も

あ
る
中
、
乙
女
河
原
が
そ
う
な
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
利
用
者
へ

の
声
掛
け
や
直
火
禁
止
の
看
板
設

置
な
ど
を
利
用
者
の
キ
ャ
ン
パ
ー

と
共
に
行
な
っ
て
い
ま
す
」

　
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
焚
き
火
に
よ
る
枯
草
火

災
も
心
配
だ
。
地
元
の
消
防
団
員

と
し
て
も
活
動
す
る
一
圓
さ
ん
は
、

甲
佐
町
消
防
団
の
了
解
も
得
な
が

ら
消
防
車
両
に
よ
る
巡
回
も
定
期

的
に
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
風
の
強
い
日
に
は
、
利
用
者

に
焚
き
火
を
行
わ
な
い
よ
う
促
し

た
り
も
し
ま
す
ね
。
私
も
講
習
会

な
ど
に
参
加
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
よ
う

務
め
て
い
ま
す
。
巡
回
中
に
見
か

け
た
初
心
者
キ
ャ
ン
パ
ー
へ
の
積

極
的
な
声
掛
け
や
ア
ウ
ト
ド
ア

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
を
通
し
て
、

利
用
者
の
マ
ナ
ー
意
識
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
」
と
一
圓
さ
ん
。

　
そ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
実
を

結
び
、
同
公
園
の
魅
力
を
感
じ
た

キ
ャ
ン
プ
仲
間
ら
が
一
圓
さ
ん
の

も
と
に
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　「
ア
ク
セ
ス
が
良
い
た
め
、
県

外
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
仲
間

も
い
ま
す
よ
。
多
く
の
人
を
引
き

付
け
る
魅
力
あ
る
こ
の
公
園
を
、

利
用
者
の
ひ
と
り
と
し
て
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
一
圓

さ
ん
は
、
大
切
な
場
所
を
守
る
活

動
を
同
志
と
共
に
続
け
て
い
く
。

2020年（令和２年）12月号

通巻617号

発行・甲佐町　発行人・甲佐町長 奥名克美　編集・企画課　住所・〒861-4696 熊本県上益城郡甲佐町大字豊内719番地4　TEL096-234-1115
URL・https://www.town.kosa.lg.jp/ ※本紙は再生紙を使用しています。

こうさ広 報

自
然
を
楽
し
む
仲
間
と
共
に

魅
力
あ
る
公
園
を
守
る

Kosa
Style
こうさ スタイル

いちえん じん / ボランティア

で津志田河川自然公園の環境整

備に取り組む。自身もキャン

パーとして同公園を利用しなが

らキャンプ仲間とともに利用者

のマナー啓発を続けている。

一圓 仁さん
Ichien Jin

〔津志田区〕


